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1.  22年3月期の連結業績（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

 

(3) 連結キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期 19,205 △4.6 525 ― 511 ― 219 ―

21年3月期 20,133 △7.4 △155 ― △152 ― △315 ―

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利

益率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

22年3月期 14.79 14.69 2.7 3.0 2.7
21年3月期 △21.22 ― △3.8 △0.8 △0.8

（参考） 持分法投資損益 22年3月期  37百万円 21年3月期  65百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期 16,780 8,297 48.8 552.50
21年3月期 17,137 8,079 46.7 539.16

（参考） 自己資本   22年3月期  8,195百万円 21年3月期  7,998百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

22年3月期 482 △382 △227 3,326
21年3月期 42 △6 △207 3,452

2.  配当の状況 

 

1株当たり配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

21年3月期 ― 4.00 ― 2.00 6.00 89 ― 1.1
22年3月期 ― 3.00 ― 3.00 6.00 89 40.6 1.1

23年3月期 
（予想）

― 4.00 ― 4.00 8.00 32.1

3.  23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
連結累計期間

10,500 10.3 430 141.4 430 221.6 250 372.2 16.85

通期 20,500 6.7 700 33.2 670 31.0 370 68.7 24.94
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4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変
更に記載されるもの） 

(注) 詳細は、21ページ「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更」をご覧下さい。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

(注) １株当たり当期純利益(連結)の算定の基礎となる株式数については、22ページ「１株当たり情報」をご覧下さい。 

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期 15,167,000株 21年3月期 15,167,000株

② 期末自己株式数 22年3月期  332,822株 21年3月期  331,605株

（参考）個別業績の概要 

1.  22年3月期の個別業績（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 

 

(2) 個別財政状態 

  

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期 18,801 △4.7 544 ― 566 ― 274 ―

21年3月期 19,718 △6.4 △66 ― △12 ― △220 ―

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

22年3月期 18.50 18.38
21年3月期 △14.82 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期 16,045 8,030 49.9 539.94
21年3月期 16,227 7,777 47.9 523.84

（参考） 自己資本 22年3月期  8,009百万円 21年3月期  7,771百万円

2.  23年3月期の個別業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期累計期間は対前年同四半期増減率）

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

上記の業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。従いまして、実際の業績は、予想と
大きく異なる可能性があることをご了承下さい。なお、上記業績予想に関する事項は、添付資料の４ページをご参照ください。 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
累計期間

10,200 8.8 340 45.4 350 42.1 190 41.5 12.81

通期 20,000 6.4 550 1.1 550 △2.9 300 9.3 20.22
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① 当期の経営成績 

当期におけるわが国経済は、企業の在庫調整が進んだことや中国および新興国向け輸出の増加などに

加え、政府の景気対策も一定の効果をもたらし、金融・経済危機が懸念された最悪期を脱し、持ち直し

の動きが見えてまいりました。しかしながら、設備投資は依然として低水準にあり、雇用・所得環境も

回復せず、デフレ傾向の影響もあって経済活動の水準は低く、景気は全般として低調なまま推移いたし

ました。 

当社グループ関連業界におきましては、アジア経済の持ち直しなどを背景に工業関連市場の一部で回

復の兆しが見られましたものの、建築関連市場は更に需要が低迷するなど厳しい状況が続きました。ま

た、一昨年末にかけて原油・ナフサ価格等が急落したことから期前半には原材料、副資材価格は値下が

りいたしましたが、期後半から再びじりじりと上昇を続けており先行きは不透明なものとなっておりま

す。 

このような環境のもと、当社グループでは、環境対策品、高機能品等の拡販による売上高の確保に努

めるとともに、厳しい外部環境に対応できる企業体質を構築するため、業務の一層の効率化と徹底的な

コスト削減に取り組んでまいりました。 

その結果、当期の売上高につきましては、構成比率が高い建築関連市場低迷の影響を受け、前年同期

に比べ4.6％減少の19,205百万円となりました。利益面につきましては、グループを挙げて徹底した経

費の削減に努めた効果に加え、新物流倉庫稼動による物流コストの圧縮、また、原材料、副資材価格が

前年同期に比べ値下がりしたことから原価率が改善し、営業利益は525百万円(前年同期  営業損失155

百万円)、経常利益は511百万円(前年同期 経常損失152百万円)となり、当期純利益は219百万円(前年

同期 当期純損失315百万円)となりました。 

  

② 市場区分別の状況 

事業の種類別セグメントについては、当社グループが接着剤類の製造販売を主な事業内容とする単一

セグメントの企業集団であるため、市場区分にて表示しております。市場区分別の業績につきまして

は、次のとおりであります。 

（建築土木関連市場） 

建築土木関連市場におきましては、新設住宅着工戸数が戸建て、マンション共に大幅に減少したこと

の影響が大きく、設備投資や公共事業の低迷もありリフォーム市場の開拓や建築現場市場での新規物件

の獲得など積極的な営業活動を行ったものの、売上高は9,164百万円(前年同期比7.8％減)となりまし

た。 

（一般消費者関連市場） 

一般消費者関連市場におきましては、デフレ認識が浸透するなかで低価格偏重指向が強まり、ホーム

センターの価格競争が更に激しさを増したことから販売価格が低迷し、セメダインスーパーＸシリーズ

等の拡販に努めましたものの、売上高は4,496百万円(前年同期比1.5％減)となりました。 

1. 経営成績

(1) 経営成績に関する分析
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（工業関連市場） 

工業関連市場におきましては、期後半には自動車、電機等の一部の市場やアジア地域での需要回復に

伴い工業用セメダインスーパーＸ系接着剤の売上は順調に推移しましたものの、期前半の経済活動の低

迷に伴う物量の低下の影響を補うことはできず、売上高は5,544百万円(前年同期比1.6％減)となりまし

た。 

  

③ 次期の見通し 

今後の経済情勢は、中国および新興国諸国における経済成長を背景に、景気の持ち直しが続くものと

見込まれますものの、国内の急速な高齢化や人口減少の進展、社会保障制度への不信感など構造的な問

題を抱えており中長期的な経済成長の展望は開けておりません。また、政府による景気対策が一段落し

た後の需要減退も懸念されます。 

当社グループ関連業界におきましても、国内需要の伸びは期待できず、加えて一旦急落した原油・ナ

フサ価格が上昇基調に転じたことによる原材料価格の上昇や、デフレの進行により価格競争が厳しさを

増すことが予測されます。更に国際的な環境、安全面の規制が強化されることから使用原材料の制約や

変更などコストアップ要因も多く、当社グループを取り巻く経営環境は引き続き厳しい状況が続くもの

と予想されます。 

このような状況に対処するため、当社といたしましては、基本理念として掲げている人を大切にし、

社会から信頼される企業を指向しながら、課題である収益力の向上と厳しい市場競争に対応しうる積極

的且つ柔軟なグループ体質を構築することを目指してまいります。 

そのために、徹底的なコスト体質の改革を継続することはもとより、成長が見込める市場におけるニ

ーズを的確に捉え、環境対策品、高機能製品の開発スピードを上げて他社との差別化を進めてまいりま

す。また、海外展開としては、市場戦略、販売戦略を明確にしてアジア圏への進出を図り、売上高の確

保に努めてまいります。生産面では、１００％子会社とした「シー・エヌ・シー㈱」を含めた国内生産

体制を抜本的に見直して製造原価率を改善し、セメダイングループ全体での企業基盤の強化に努めてま

いる所存でございます。 

 次期の業績につきましては、連結売上高20,500百万円（前年同期比6.7％増）、営業利益700百万円

（前年同期比33.2％増）、経常利益670百万円（前年同期比31.0％増）、当期純利益370百万円（前年同

期比68.7％増）を予定しております。 

  

  

① 資産、負債及び純資産の状況  

当連結会計年度末における総資産は、前連結会計年度末と比較し356百万円減少し、16,780百万円に

なりました。主な減少の要因は、投資その他の資産の繰延税金資産の減少249百万円によるものであり

ます。負債は、前連結会計年度末と比較し574百万円減少し、8,482百万円になりました。これは主に、

退職給付引当金の減少239百万円によるものであります。少数株主持分、新株予約権を含む純資産は前

連結会計年度末と比較し218百万円増加し、8,297百万円になりました。主な増加の要因は、当期純利益

の計上219百万円によるものであります。これらの要因により、自己資本比率は、48.8％になりまし

た。 

  

(2) 財政状態に関する分析

セメダイン㈱（４９９９）平成22年３月期　決算短信

－　4　－



② キャッシュ・フローの状況 

当連結会計年度末における現金及び現金同等物(以下、「資金」という。)は、前連結会計年度末と比

較し125百万円減少し、3,326百万円となりました。当連結会計年度末における各キャッシュ・フローの

状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

  

（営業活動によるキャッシュフロー） 

営業活動により獲得した資金は482百万円(前年同期42百万円)となりました。主な増加の要因は、税

金等調整前当期純利益469百万円（前年同期税金等調整前当期純損失463百万円）、減価償却費502百万

円(前年同期483百万円)であり、主な減少の要因は、売上債権の増加441百万円(前年同期1,584百万円減

少)によるものであります。 

  

（投資活動によるキャッシュフロー） 

投資活動により使用した資金は382百万円(前年同期６百万円)となりました。これは主に、有形固定

資産の取得による支出354百万円(前年同期120百万円)によるものであります。 

  

（財務活動によるキャッシュフロー） 

財務活動に使用した資金は227百万円(前年同期207百万円)となりました。これは主に、短期借入によ

る収入510百万円(前年同期600百万円)、短期借入金の返済600百万円(前年同期600百万円)、長期借入金

の返済48百万円(前年同期発生なし)、株主への配当74百万円(前年同期178百万円)によるものでありま

す。 

  

  

(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移 

 
  
（注）自己資本比率 ： 自己資本／総資産  
   時価ベースの自己資本比率 ： 株式時価総額／総資産  
   キャッシュ・フロー対有利子負債比率 ： 有利子負債／営業キャッシュ・フロー  
   インタレスト・カバレッジ・レシオ ： 営業キャッシュ・フロー／利払い  
 ※ いずれの指標も連結ベースの財務数値により算出しております。  
 ※ 株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済み株式総数（自己株式控除後）により算出しております。  
 ※ 営業キャッシュ・フローは、連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フローを使用してお  
  ります。有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち、利子を支払っている全ての負債を対象と  
  しております。利払いについては、連結キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用しております。  
  

平成18年３月期 平成19年３月期 平成20年３月期 平成21年３月期 平成22年３月期

自己資本比率 46.6 45.1 45.6 46.7 48.8

時価ベースの自己資本比率 32.2 29.4 26.3 25.2 28.6

キャッシュ・フロー対有利子
負債比率

535.1 192.0 339.7 3,215.3 254.6

インタレスト・カバレッジ・
レシオ

16.9 58.9 43.9 2.5 25.7
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当社は、株主の皆様に対する安定的な利益配当を経営の最重要課題の一つとして認識しております。株

主の皆様への利益還元を重視しつつ事業の成長及び企業体質強化のための内部留保の充実を総合的に実現

すべく、継続的に利益確保を図りながら、バランスのとれた安定配当を行うことを基本方針としておりま

す。内部留保につきましては製造設備、新製品開発、品質管理などに関する投資等に充当し、事業基盤の

強化に努めてまいります。 

 当期の配当につきましては、上記方針に基づき、中間配当として１株当たり３円を実施しており、期末

配当の１株当たり３円と合わせて、年間配当は１株あたり６円とすることを予定しております。また、次

期の配当は、１株当たり中間配当４円、期末配当４円の年間８円を予定しております。 

  

当社の事業その他に影響を及ぼす可能性があると考えられる主な要因には、以下のようなものがあり

ます。当社グループは、これらのリスク発生の可能性を認識した上で、発生の回避及び発生した場合の

対応に努めてまいります。 

 なお、以下の記載事項が当社グループの事業等に関する全てのリスクを網羅しているものではありま

せん。また、文中における将来に関する事項は、現時点で入手可能な情報から当社グループが判断した

ものであります。 

  

当社グループで製造する製品の主原材料は石油化学製品であります。原材料の仕入価格は国際的な原

油市場と関係があるため、国際石油化学製品市場に大幅な変動が生じる場合は、仕入価格の変動により

当社グループの業績に影響を与える可能性があります。 

当社グループでは、関連法令等を遵守した事業運営、環境配慮型製品の展開、全社環境管理活動等を

行っており、現時点での事業運営に支障をきたす法的規制は現在はありません。今後これらの法的規制

の改正等が行われた場合は当社グループの事業活動の展開等に影響を受ける可能性があります。 

当社グループにおける当連結会計年度末の退職給付会計による未認識債務は、将来にわたり費用処理

されることから当社グループの業績に影響を与えます。また、年金資産の運用実績が一定水準を下回っ

た場合や市場金利が低下した場合は退職給付債務が増加するため、年金資産の運用実績や市場金利の動

向が当社グループの業績に影響を与える可能性があります。 

当社の加入する複数事業主による企業年金制度において、年金財政計算上の給付債務の額が年金資産

の額を上回っております。これにより、将来会社が拠出する掛金が増加する可能性があります。 

(3）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

(4) 事業等のリスク

① 主要原材料の市況変動の影響

② 製品等への法的規制

③ 退職給付未認識債務の存在
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当社グループは多様化する市場及び顧客のニーズに迅速に応えるとともに、将来の市場を創出すべく

新製品の研究開発に取り組んでおります。独自性のある新製品や新技術の開発等によって市場における

優位性を確保出来ると考えますが、成功の必須条件は開発のスピードであり、他社に一歩でも先んずる

不断の努力が必要であります。したがって、同業他社による同種の新製品または新技術開発に先駆ける

ように常にスピードを意識しながら当社グループ全体で対応して行く必要性があります。 

当社グループは、台湾に連結子会社１社、タイ国に持分法適用関連会社２社を有しております。これ

らの事業には、予期しえない法律・規制の変更、不利な政治又は経済要因など海外事業特有のリスクが

潜在しております。これらのリスクが顕在化した場合は当社グループの業績に影響を与える可能性があ

ります。 

  

  

  

④ 新製品開発に関して

⑤ 海外事業に潜在するリスク
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当社グループは、当社、連結子会社５社及び持分法適用関連会社３社並びにその他の関係会社１社(㈱

カネカ)で構成され、接着剤、シーリング材、特殊塗料、粘着テープ等の製造販売を主な内容とし事業活

動を展開しております。これらの製品にはいずれも当社登録商標である「セメダイン」が表示されてお

り、全国的に浸透しております。 

当社は、その他の関係会社である㈱カネカが製造販売する製品を商社経由で仕入れ、製品の一部原材料

として使用しております。 

  

当社グループの事業に係わる位置づけ及び事業の種類別セグメントとの関連は次のとおりであります。

なお、当社グループは接着剤類の製造販売を主な事業内容とする単一セグメントの企業集団であります。

「事業の種類別セグメント」を記載していないため内部管理上の区分である「市場区分別」にて表示して

おります。 

  

(1) 建築土木関連市場 

当社及び関係会社が製造する製品及び他社からの仕入品を、当社が主として国内の建築土木等の市

場で販売活動を行っているほか、当社を通じてセメダイン神奈川販売㈱が神奈川県下で販売活動を行

っております。また、シー・エヌ・シー㈱は当社の技術で製造過程の一部又は全部を担当し製品の製

造活動を行っております。 

〈主な関係会社の名称〉当社、セメダイン神奈川販売㈱、シー・エヌ・シー㈱ 

  

(2) 一般消費者関連市場 

当社及び関係会社が製造する製品及び他社からの仕入品を、当社が主として国内のDIY等の市場で

販売活動を行っているほか、利根川化工㈱が当社の技術で製造過程の一部又は全部を担当し製品の製

造活動を行っております。 

〈主な関係会社の名称〉当社、利根川化工㈱ 

  

(3) 工業関連市場 

当社及び関係会社が製造する製品及び他社からの仕入品を、当社及びセメダインヘンケル㈱が国内

及び国外の、台湾施敏打硬股份有限公司が主として台湾の、CEMEDINE(THAILAND)CO.,LTD.及びASIA 

CEMEDINE C0.,LTD.が主としてタイ国内の、それぞれ工業関連等の市場で販売活動を行っておりま

す。また、シーアイケミカル㈱は当社の技術で製造過程の一部又は全部を担当し製品の製造活動を行

っておりましたが、平成22年１月１日に利根川化工㈱と合併いたしました。なお、当連結会計年度に

おける連結財務諸表の作成に当たっては、シーアイケミカル㈱の平成21年12月31日の財務諸表を使用

しております。 

〈主な関係会社の名称〉当社、利根川化工㈱、シーアイケミカル㈱、台湾施敏打硬股份有限公司(台湾

セメダイン㈱)、セメダインヘンケル㈱、CEMEDINE(THAILAND)CO.,LTD.、ASIA 

CEMEDINE CO.,LTD. 

  

2. 企業集団の状況
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事業の系統図は、次のとおりであります。 
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(注) １ 連結子会社及び持分法適用関連会社の「主要な事業の内容」は、事業の市場区分別の名称を記載しておりま

す。その他の関係会社の「主要な事業の内容」は、当該会社の事業内容を記載しております。 

２ 利根川化工㈱は平成22年１月に千葉県野田市から茨城県古河市に移転いたしました。 

３ 利根川化工㈱は、平成22年１月１日に利根川化工㈱を存続会社、シーアイケミカル㈱を消滅会社としてシー

アイケミカル㈱を吸収合併いたしました。なお、当連結会計年度における連結財務諸表の作成に当たって

は、両社の平成21年12月31日の財務諸表を使用しております。また、表中におけるシーアイケミカル㈱は平

成21年12月31日現在の状況を記載しております。 

４ 当社は、平成22年３月31日に日本ウイリング㈱が保有する全てのシー・エヌ・シー㈱の株式を譲り受け、議

決権の所有割合が100％となりました。 

５ 有価証券報告書提出会社であります。 

名称 住所
資本金
(千円)

主要な事業
の内容 (注)１

議決権の
所有割合 
(％)

関係内容

(連結子会社)

セメダイン神奈川販売㈱ 横浜市神奈川区 10,000 建築土木関連市場 100.0 役員の兼務１名、当社製品の販売

利根川化工㈱ 
        (注)２、３

茨城県古河市 10,000
一般消費者関連市場
工業関連市場

100.0
役員の兼務２名、当社製品の加工及び技
術供与

シーアイケミカル㈱ 
        (注)３

茨城県常総市 20,000 工業関連市場 100.0
役員の兼務２名、当社製品の加工及び技
術供与

シー・エヌ・シー㈱ 東京都品川区 40,000 建築土木関連市場
100.0

(注)４
役員の兼務２名、当社製品の加工、技術
供与及び資金の貸付

台湾施敏打硬股份有限公司 台湾台北縣淡水
千NT＄

12,500 工業関連市場 60.0
役員の兼務４名、当社製品の販売及び技
術供与

(持分法適用関連会社)

セメダインヘンケル㈱ 横浜市磯子区 400,000 工業関連市場 49.0 当社製品の販売及び技術供与

CEMEDINE(THAILAND)CO.,LTD.
タイ国
バンコク市

千Baht

10,000 工業関連市場 49.0 当社製品の販売及び技術供与

ASIA CEMEDINE CO.,LTD.
タイ国
バンコク市

千Baht

30,000 工業関連市場 44.0
役員の兼務１名、当社製品の販売及び技
術供与

(その他の関係会社)

㈱カネカ (注)５ 大阪市北区
百万円

33,046

化成品、機能性樹
脂、発泡樹脂製品、
食品、医薬品、医療
機器、電子材料、合
成繊維等の製造及び
販売

(被所有)
30.02

原材料の供給元(商社経由仕入)
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当社グループは、接着剤の先駆的メーカーとしてユーザーのニーズを先取りし、多種多様な要望に応

え得る技術力を基礎として、接着剤・シーリング材等の生産および販売を通して広く社会に貢献するこ

とを基本方針としております。 

また、基本理念として『人を大切にし、社会から信頼される企業であること』を掲げ、事業を推進し

て行くなかで関与するすべての人々を大切にし、社会貢献を果たすことを目指しております。 

  

当社は、企業の収益力と経営成績を測る指標として売上高経常利益率を、投下資本の収益性・効率性

を測る指標として自己資本当期純利益率（ＲＯＥ）を重視してまいります。 

また、数値目標については中期経営計画を設定し、更にそれに基づき各年度の経営方針を策定してお

ります。当社の中期経営計画は１００年に一度といわれる想定外の世界経済収縮の影響を受け、目標値

に対する実績値が乖離した結果となっておりますが、中期経営計画の最終年度に当たる平成２２年度も

この目標値に近づけるべく全社一丸となって邁進してまいります。 

売上高経常利益率   ６％以上 （当連結会計年度実績：  ２．７％） 

自己資本当期純利益率 ８％以上 （当連結会計年度実績：  ２．７％） 

  

当社は中期経営計画「Cemedine Action－ 平成２２年(Ｈ１８年～Ｈ２２年)」を策定しており、平成

２２年度はその最終年度に当たります。現在、次期中期経営計画を策定中でありますが、引き続き以下

を基とする諸課題に取り組み、既存事業の効率化と将来の利益の源泉となる事業へ経営資源を集中して

成長企業への布石としてまいります。 

① 販売力の強化と海外市場戦略の推進 

② 最新コア技術の開発と新製品・高付加価値製品の市場投入 

③ 生産拠点の最適化によるコスト改善 

④ 安全・安心製品の提供と品質管理の徹底 

⑤ 人材の活性化と育成 

⑥ ブランド価値の向上 

  

① 安全、環境に対する規制への対応 

世界的に安全、環境に対し厳しい規制が施行されてきています。当社グループは、社会的責任と事

業活動を両立した環境保全企業を志向することを環境基本方針として掲げております。法規制よりも

さらに厳しい自主基準を設け、環境対応型製品のラインナップの充実を図るとともに、環境負荷化学

物質の禁止・削減・適正管理を推進し、社会の環境負荷の低減に貢献してまいります。 

3. 経営方針

(1) 会社の経営の基本方針

(2) 目標とする経営指標

(3) 中長期的な会社の経営戦略

(4) 会社の対処すべき課題
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② 石油関連原材料仕入価格の変動への対応 

平成21年前半に底を打った石油関連原材料価格が昨年夏以降じりじりと上昇傾向に転じました。当

社は、原材料価格の維持、引き下げに努めるとともに、より効率的な業務体制の構築、生産の効率化

等も併せて推進し、引き続き原価低減を図ってまいります。また、営業力の強化による拡販、新製品

の投入等の諸施策により工場稼働率を維持し、利益率の確保も図ってまいります。 

③ 生産ネットワークの構築 

国内においては、生産工場である「シー・エヌ・シー㈱」の生産を軌道に乗せるとともに、グルー

プ会社として更に機動的な生産体制を構築するため、同社を完全子会社といたしました。また、海外

においては、中国やタイ国及びその周辺の高い成長率に適応した販売体制を構築するためにタイ国の

「ASIA CEMEDINE CO.,LTD.」の生産を増強すべく対応を進めてまいります。これらによってグロー

バルな生産ネットワークを構築して、メーカーとしてのリスク分散と安定供給体制を確立してまいり

ます。また、日本国内とアジア圏を一市場として捉えた市場戦略と販売戦略を推進してまいります。

④ 内部統制体制の充実・強化 

コンプライアンス及びリスク管理の徹底を図るとともに金融商品取引法に規定される財務報告に係

る内部統制の適切な整備・運用を引き続き図ってまいります。 
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